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国道１５号 栄町交差点の交通安全対策工事が完成

「案内標識と路面の連携カラー標示」で分かり易くなりました

問 い 合 わ せ 先
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竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 神奈川県政記者クラブ

平成２２年１１月 ８日（月）
国土交通省関東地方整備局
横浜国道事務所
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国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所では、国道１５号 栄町交差点
（横浜市神奈川区青木町）の交通事故対策工事を行い、平成22年1１月１日
に工事が完了いたしましたのでお知らせいたします。

横浜国道事務所 電 話 045-311ｰ2981（代）

計画課長 平岩 洋三（内線261）
交通対策課長 滝沢 貞男（内線471）

ひ ら い わ よ う ぞ う

た き ざ わ さ だ お

栄町交差点では、進行方向の迷い等による前方不注意により追突事故が発生し
ており、また、川崎方面からの走行時に案内標識及び通行区分が分かりにくいと
のご意見が多く寄せられていることから、次の対策を行いました。

≪事故対策工事内容≫

●神奈川県警察と協議をおこない、以下の事故対策を実施

①交差点部において、案内標識と路面標示の『行き先毎に連携したカラー

化』をおこない、運転者に分かり易くしました。

②案内標識の標示内容をみなおし、運転者により分かり易くしました。

これにより、迷い等による追突事故が減少すると予想されます。

《行き先毎に連携したカラー化》

国道１５号下り 栄町交差点手前
（横浜方面）【対策後】
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《位置図》

出典：「国土画像情報（カラー空中写真） 国土交通省」

←
写
真
方
向

緑色
赤色

当該箇所



緑色

赤色

写真②

緑色
赤色

写真①

赤色

緑色

■対策の概要【対策後】
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【追突事故対策：行き先が分かり易い案内標示及び路面標示に変更】
①案内標識と路面の連携カラー標示
②案内標識の標示内容の見直し
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①案内標識と路面が連携したカラー標示

②案内標識の標示内容の見直し

「金港町」
↓

「高 島」

「高 島」
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「保土ヶ谷」

「五反田」
↓

「川 崎」

②案内標識の標示内容の見直し

①案内標識と路面が連携したカラー標示

「金港町」
↓

「高 島」

「国道1号」
↓

「保土ヶ谷」

「国道1号」
↓

「川 崎」

中央市場入口交差点
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交差点前後のカラー舗装化

交差点内のカラー区画線
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神奈川県全道路の平均 栄町交差点
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神奈川県平均値との比較

レッドゾーン

イエローゾーン

死傷事故率
183.5件/億台ｋｍ

死傷事故率
（件/億台ｋｍ）

死傷事故率
336.3件/億台ｋｍ

死傷事故率300件／億台キロ：
「交通戦争時代」といわれた
昭和45年当時の死傷事故率
（当時の交通事故死者数は1.7
万人）

死傷事故率100件／億台キロ：
全国の国道及び都道府県道等
における平均値であり、欧米
の平均値を大きく上回る

■事故の発生状況【対策前】

至みなとみらい至金港町

至川崎
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神奈川公園
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写真①

①川崎方面から横須賀・東神奈
川方面及び金港町方面へ走行す
る車両の追突による死傷事故が
多く発生。（6件/4年）

①当該箇所では、進行方向の迷い等による前方不注意により追突事故が発生。
②川崎方面からの走行時に案内標識及び通行区分が分かりにくいとのご意見が多い。
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栄町交差点

←
写
真
②

案内標識

②川崎方面からの走行時に案内
標識及び通行区分が分かりにくい。

写真②


